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1. 世界のサンゴ礁白化現象の経過



世界規模白化現象の背景

2014年6月：「エルニーニョ注意報（Watch）」

 2014年下旬までに小～中規模のエルニーニョが起こると予測

 数ヵ月高水温が続くが、エルニーニョ現象は確認されず、拡散

2015年上旬：「エルニーニョ注意報（Advisory）」

 エルニーニョ現象を確認・継続すると予測

 北部太平洋で異常な暖水塊「Blob」が出現

 下旬にエルニーニョ現象がピークに

2016年4月：まだ「エルニーニョ注意報（Advisory）」継続

 エルニーニョ現象を確認・継続すると予測

 2016年下旬にミクロネシアやパラオでラニーニャが起こる「ラニーニャ注意

報（Watch）」発令
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世界の白化現象

2014年：初期

 6月：通常はエルニーニョでも高水温にならないグアム・北マリアナ諸島

 9～10月：ハワイで大規模な白化現象

 9月：大西洋で白化現象（フロリダ・フロリダキーズ）

 11月：マーシャル諸島で白化

(“Progression of the Ongoing Global Coral Bleaching Event”, Coral Reef Watch, NOAA)より抜粋



世界の白化現象

2015年1～6月：拡大期

 初め：PNG・ソロモン諸島・フィジー・サモア

 前半：インド洋に拡大（チャゴス諸島・モルジブ）・インドネシア西部・紅

海南部

 中期：パナマ・キリバス・ライン諸島
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世界の白化現象（続き）

2015年7～12月：最盛期（11-12月：エルニーニョピーク）

 フェニックス諸島・ライン諸島・キリバス

 ハワイ（2年連続で大規模な白化現象）

 カリブ海（バハマ・タークス＆カイコス諸島・ケイマン諸島・ドミニカ共和国・ハ

イチ・ボネール島）

 フロリダ・フロリダキーズでは白化とホワイトシンドローム大発生
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世界の白化現象（続き）

2016年1～5月：継続期（南半球夏季）

 タンザニア・フレンチポリネシア

 グレートバリアリーフ北部（過去最大規模：95％のサンゴ礁）

 ニューカレドニア・フィジー

 キリバス（死亡：80％以上、白化：15％）
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世界の白化現象（続き）

2016年6～8月：継続期（北半球夏季）

 インド洋北部・東南アジア・東部熱帯太平洋・カリブ海で白化の可能性

 日本（宮古島・石垣島・石西礁湖・西表島）で大規模な白化

（情報収集中のため被害状況は未確定）
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2016年6月



2016年7月



2016年8月



2016年9月



2016年10月



2016年11月



2016年12月



世界の白化現象（続き）

2017年1～3月：継続期

 インド洋で再び高水温

 西インド洋では白化注意報（Bleaching Watch）あるいは水温ストレスなし

 ケニヤは白化警報（Bleaching Warning）

 フロリダ及びフロリダキーズで白化警報→メキシコ湾・ユカタン半島
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(“Progression of the Ongoing Global Coral Bleaching Event”, Coral Reef Watch, NOAA)より抜粋

2017年1～3月



2017年4月現在

2017年4月：まだ白化現象進行中



2014-2017年地球規模白化現象

2014年の高水温＋2015～2016年の強度のエルニーニョ

最も長期的（2～3年：2014-2016 or 2014-2017）

最も広範囲

最も被害が大きい

過去の世界規模白化現象（1998年、2010年）より多くの

サンゴ礁が被害

過去に白化現象が起こらなかったサンゴ礁でも白化



2. 白化レポート：白化状況のとりまとめ



 NOAA：世界各国の白化情報の取りまとめ

 GCRMN（世界)：未定

 〃 （インド洋）：CORDIOが中心にとりまとめ

 〃 （南太平洋）：フランスが中心にとりまとめ

 〃 （東アジア）：日本/シンガポールが中心にとりまとめ



3. 各国の対応



ハワイの白化対応計画

緊急対策計画（2008）

 対象：白化・病気・オニヒトデ大発生

 関係者によるワークショップの開催

（研究者・管理者）

 管理計画策定

 保全管理の枠組み構築

 モニタリング/監視体制の構築

 管理方法・対策方法

（保護区・陸域対策・普及啓発）

 枠組み



緊急対策計画のためのワークショップ（2008年）



モニタリング結果：2015年の白化現象



サンゴの白化回復計画（2016年）

MPA

陸域対策

食植性魚類の

管理



IUCNの白化対応ガイダンス

ツアーガイド用

サンゴ礁管理者用

サンゴ礁レジリアンス強化のためのツールキット



アメリカ領サモアの白化対応計画

2016-17年の白化への準備

 長期モニタリング

 調査手法研修

 教育・普及啓発

 管理方法の検討

（保護区等）



オーストラリアの白化対応計画

2007～2008年

 緊急連絡体制

 調査・影響評価

 情報提供システム

2010～2011年

 緊急連絡体制

 保全対策

（人為的ストレス軽減・気候変動普及啓発等）

 情報提供システム



オーストラリアの白化対応計画

2015～2016年

 The Northern Great Barrier Reef Response Plan

 現状報告＋回復計画

 UNESCO世界遺産委員会への報告

 過去最大規模の被害

 レジリアンスの強化



温室効果ガスの削減

水質の向上

沿岸生態系の保全

生物多様性の保全

オーストラリアの白化対策行動

サンゴ群集の保護

 食害生物からの保護

 物理的破壊からの保護

サンゴ礁の回復促進

 レジリアンスの強化



4. 国際サンゴ礁イニシアティブ（ICRI）による

対応



ICRIの対応

白化についての勧告

 情報収集体制構築

 緊急対策チーム体制構築

 長期的レジリアンス促進対策

 長期的モニタリング体制

 国家戦略における白化対策



ICRIの対応

 サンゴ礁の価値の認識

 政府、民間、研究者、市民の連携

 生態系のレジリアンス増強及び持続的

利用に関する効果的な保全戦略

 持続的サンゴ礁管理についての情報の

共有

国際サンゴ礁年2018についての決議



石西礁湖


